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二十周年を迎えて 

小平図書館友の会会長 剣持 香世 

 

小平図書館友の会は 1998年 10月に設立されました。 

設立の 1998年は、郵便番号が 5桁から 7桁に変わった年、長野冬季オリンピッ

クの年、Windows98が発売になった年です。それから、今では当たり前の携帯電

話が一般に広がり始めようとしていた時代です。小平図書館友の会はそのよう

な時代の中、小平市の図書館の充実に寄与しながら個人の楽しみを併せ持つこ

の活動をスタートさせました。講演会、文学散歩、チャリティ古本市などの全

体活動、会員の呼びかけではじめられた 5 つの学習会、図書館職員の方々との

懇談会や会員同士の交流会など年間のスケジュールは定着し「継続は力なり」

の言葉通り約 130名の会員の皆様に支えられて確かな歩みを続けております。 

この 20年の間には大きな変化がありました。それは情報伝達の手段と速さで

す。以前は電話やファクシミリが頼りでしたが、家庭にパソコンが普及し、メー

ルのやりとりで情報の共有や確認作業が驚異的に楽になったと言えます。加え

て印刷機能も充実し、友の会の活動を後押ししてくれました。しかしこういっ

た機器の発達とは別のところで交流紙「らいぶらりーふれんず・こだいら」な

どの手配りや手作りの交流会、古本市のお手伝いに会員おひとりおひとりのご

協力をいただけたことはうれしいことであり友の会の誇りです。さらに歴代中

央図書館館長をはじめ多くの図書館職員の方々にご支援をいただけたことも運

営の安定には欠かせないことでした。 

 

小平は本当に図書館に恵まれた地域です。小平図書館友の会では、知の宝庫

である図書館をさらに使いやすく、市民の誰でもが親しめることを目指し、本

と人を、人と人を結ぶお手伝いができればと考えます。世の中が活字離れを憂

おうとも、ネット検索が便利になろうとも、私たちは大好きな本と図書館を大

切にし生涯の友としてかかわっていきたいと思います。 

そしてまた 10 年 20 年の先に、本が好き図書館が好きの人たちが集い、笑顔

あふれる平和な時間がそこにあることを願っています。 
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* * * * * * * * * * * * * * * * * * * *  

設立二十周年に寄せて 
小平市教育委員会 教育部 

地域学習担当部長 松原 悦子 

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * *  

小平図書館友の会が設立 20 周年を

迎えられますことを心からお祝い申

し上げます。 

図書館利用者相互の交流を図るこ

とを目的の一つとして、多くの学習会

やサークルを立ち上げ、長年にわたり

活発に活動を継続されてきましたこ

とは、会長を始め、役員の方々のご尽

力と会員の皆様が何よりも楽しんで

主体的に活動されてこられた結果と

拝察いたします。また、図書館の発展

と充実に寄与するという目的を掲げ、

小平市立図書館の発展に多大なるお

力添えをいただきましたことに深く

感謝申し上げます。 

この 20年間を振り返ってみますと、

小平市立図書館は着実に成長してま

いりました。情報通信技術の発展を踏

まえ、インターネット開放端末、商用

データベースや Wi-Fi 等を導入し、利

用者への情報提供サービスを向上さ

せました。子ども読書活動の推進では、

学校図書館相談員や学校図書館協力

員を配置し、学校図書館の活性化を支

援してまいりました。 

特にハンディキャップサービスで

は、小平図書館友の会のご協力をいた

だき開催しております「ハンディ

キャップサービス交流会」での貴重な

ご意見等を参考に、対面朗読の全図書

館での実施、音訳ボランティアの養成、

サピエへの加入などサービスを拡充

させることができました。さらに、小

平図書館友の会が創立当初から実施

されている古本市の売上から備品を

図書館にご寄付いただき、ハード面で

の充実も図ることもできました。 

このように図書館が時代の流れと

ともに成長を続けることができまし

たのも、小平図書館友の会の皆様が温

かく、時には厳しく見守り、手を差し

伸べていただけたおかげと厚く御礼

申し上げます。 

さて、近年では図書館は本と人をつ

なぎ、さらに人と人をつなぐことから、

まちの活性化に貢献する役割が注目

されています。小平市でも、図書館と

公民館を複合化した「なかまちテラス」

は、人と情報の出会いの場をコンセプ

トに様々な事業を展開し、多様な世代

が集い地域のにぎわいを創出してお

ります。 

小平図書館友の会におかれまして

も会員の皆様は、図書館について学ぶ

会、声に出して本を読む会、読書会等

の活動をとおして本の世界を楽しみ、

仲間と集い、つながりを広げておられ

ます。 

今後も、ともに本に関する様々な活

動をとおして、本の魅力を発信すると

ともに、本を介してのつながりを深め、

人々が心豊かに、いきいきと暮らして

いけるまちづくりにも役立っていけ

ればと願っております。 

小平図書館友の会のますますの発

展を祈念いたしますとともに、図書館

事業への変わらぬお力添えを何卒よ

ろしくお願い申し上げます。 
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* * * * * * * * * * * * * * * * * * * *  

二十周年に寄せて 
小平市中央図書館長 湯澤 瑞彦 

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * *  

設立 20 周年おめでとうございます。 

「図書館友の会会報」創刊号（11

月 15 日発行）によりますと、1998 年

10 月 4 日（土）に小平図書館友の会

設立総会（会員 67 名、出席 31 名）、

記念講演（本間浩氏（初代会長））を

開催し発足とあります。それから 20

年、この間、友の会会報 38 号、らい

ぶらりーふれんず・こだいら 171 号を

発行、チャリティ古本市や講演会など

の事業の実施、そしてチャリティ古本

市の収益を図書館備品として寄付し

ていただくなど、その着実な活動に改

めて敬意を表するとともに、お礼を申

し上げます。 

友の会発足の頃、小平市立図書館で

は、前年の電算入れ替えにより、全館

に初めて OPAC を導入、また、一般書

の配架記号を 3 桁から 5 桁へ、絵本の

配架記号出版社別から画家別に変更

しています。（「小平市立図書館 30 年

のあゆみ」より） 

当時は、インターネットがまだまだ

普及をしておらず、他市へ資料を借り

る際も、いまは当たり前のように

WEB で予約をかけますが、都立図書

館が 1枚のCD-Rに各区市町村所蔵の

書誌から ISBNを抽出したものを集約

し、それを使って借用依頼をしていた、

そんなことも思い出しました。 

統計的なことでこの 20 年の比較を

しますと、リクエスト数は平成 10 年

度 44,910 件（平成 28 年度 327,583

件）、貸出冊数 1,137,897 冊（1,545,789

冊）、蔵書数 1,106,699 冊（1,234,862

冊）とリクエスト数の増が著しく、こ

れは、予約冊数を平成 24 年に 5 冊か

ら 10 冊に変えたこともありますが、

やはり、大きくはインターネットの普

及によるものと考えられます。図書館

の世界で、この 20 年で一番変化、影

響のあったのがインターネットの普

及ではないかと改めて思います。 

図書館のあり方も、貸出を中心とす

るものから、いまは「滞在型」と呼ば

れるように、図書館という空間におけ

る居心地の良さや快適性が求められ

るようになっています。 

これから先の 20 年、図書館の世界

も、また、さまざま変わっていくこと

でしょう。それを想像するのは難しい

ことですが、小平市立図書館としては、

よりよいサービスの提供を目指して

いくことに変わりはありません。その

ためにも、友の会との連携はこれから

さらに重要になると思いますし、次の

20 年に向けて、さらに充実した活動

をされることを願っております。 

 

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * *  

小平図書館友の会の活動に感謝！ 
小平市図書館協議会 落合 美代 

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * *  

小平図書館友の会の活動 20 周年、おめ

でとうございます。 

小平図書館友の会からは、毎期、図

書館協議会に委員を送り出してくだ

さり、図書館の仕事・運営等について

タイムリーなご意見を伺うことがで

き、感謝しております。 

20年前、小平市立図書館の利用者が

相互に情報交換をすることから発足
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して以来、今日まで、講演会、文学散

策・図書館見学、他市の友の会との交

流などの活動を通して学び続けてお

られる姿勢に敬意を表します。 

恒例となりました「チャリティ古本

市」は、友の会発足当初からの取組で

あり、多くの市民が足を運んで、新し

い本との出会いを楽しんでいます。そ

の収益は小平福祉協議会への寄付、小

平市立図書館の機器や資料の購入費

用の一部として寄付される等、小平市

の活動を支援されています。 

近年では「人と情報の出会いの場」

というコンセプトのもとで、2015年 3

月、旧仲町図書館と旧仲町公民館を一

体化してオープンした生涯学習施設

「なかまちテラス」の建築についても、

開館後のイベントにも積極的にご協

力をいただいています。 

その一つは毎年 5月に行われる「な

かまちテラスまつり」への参加・協力。

仲町図書館と共催で、イベント「なか

まちテラス de ビブリオバトル」の企

画運営に当たってくださいました。

「ビブリオバトル」とは、面白いと思

う本を持ち寄り、その本の紹介を 5分

間した後、多数決で「どの本が一番読

みたくなったか？」を決める知的書評

合戦のこと。バトラーとして参加され

た方もあり、聴衆者とともに読みたい

本について考えました。情報化社会が

進んだとは言え、本の持つ魅力を教え

ていただいたと思います。 

二つ目は「小平市立図書館 40 周年

記念イベント  図書館川柳  大募

集 !! 」の実施。小平図書館友の会が

主催され、小平市立図書館が協力して、 

図書館と本に関する川柳を全国のみ

なさんから投句していただきました。

応募総数は 470 句／186 人と多く、選

考にも多大な時間と労苦を担ってく

ださいました。選考結果は小平中央図

書館 1階ロビー展示しましたが、その

作業も大変だったと思います。 

このように小平図書館友の会は小

平市立図書館と共に歩み、労力を惜し

むことなくご協力を続けておられま

す。これまでの活動に心から感謝申し

上げるとともに、これからも友の会の

活動が一層充実され、市民の皆さまの

心が豊かに膨らんでくる活動を続け

られることを期待します。 

 

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * *  

図書館のこれまでとこれから 
小平市中央図書館 蛭田 廣一 

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * *  

私は、昭和 50 年 4 月から現在まで

小平市立図書館に司書として身を置

き、小平市立図書館の創設から図書館

ネットワーク構築と図書館運営に係

りました。また、昨年度に 10 回の図

書館職員研修を担当し、小平市立図書

館の 40 余年の歴史を振り返り、今後

の展望について考える機会を得まし

た。これらの経験を基に、小平市立図

書館のこれまでとこれからについて

述べたいと思います。 

小平市立図書館の歴史については、

「個性的な図書館活動を求めて－小

平市立図書館 20 年のあゆみ－」（『と

りつたま 館報第 13 号』）と、「小平

市立図書館の運営と事業計画」（『小平

市立図書館 30年のあゆみ』）等に報告

していますのでご参照ください。 

小平市立図書館は、多摩地域の市で
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23 番目、52 館目の図書館として開館

したわけで、多摩地域ではどん尻に近

いスタートだったと言えます。それが、

津田図書館が開館した昭和 62 年には

大沼図書館を残してネットワークが

完成し、施設の規模と蔵書数において

国内有数の図書館として認められる

ことになります。これは、「長期総合

計画」をはじめとした行政計画と、図

書館協議会の提言が後ろ盾となって

実現したものです。 

また、おはなし会をはじめとした児

童サービスと、『地域資料入門』や『現

在を生きる地域資料』に紹介した地域

資料サービス、学校図書館支援、ハン

ディキャップサービス等が高く評価

されています。これらの成果は、図書

館協議会や子ども文庫・図書館友の会

等の関連団体の弛まぬ支援と提言や

指摘に励まされて実現した結果でも

あると思います。そして、このような

軌跡を描けたのは、顔と名前の分かり

合える人間関係を継続的に築いてき

たからに他なりません。 

職員研修でも話しましたが、これか

らの図書館にとって欠かせないのは、

ネットワーク情報資源の整備と行政

支援・生業支援・生活支援といった地

域課題解決、および社会のセーフ

ティーネットとしての図書館の取り

組みであり、職員の知識と技術に支え

られた人的支援です。このことを実現

するためには、人材確保のための制度

設計と人材育成が不可欠であり、今ま

で築いてきた財産の活用です。そして、

これからも市民に支えられ、期待され

る図書館として成長し続けるために

も図書館友の会の存在は大事です。 

最後に、図書館友の会のこれまでの

活動に敬意を表するとともに、益々の

発展を祈念いたします。 

 

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * *  

本との出会いが 

私の人生をつくってくれた 
小平市立花小金井図書館 齋藤淑子 

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * *  

図書館友の会の皆様、設立 20 周年

おめでとうございます。 

図書館を大切に思い、本が大好きで

あることをいつも感じさせてくださ

る皆様の存在をいつもうれしく思っ

ております。 

私は最近、本との出会いと本を手渡

してくれた人との出会いが『自分の人

生をつくってくれたのだ』とつくづく

実感しているところです。 

記憶に残る私の本との最初の出会

いは、教師だったおじが読んでくれた

「岩波の子どもの本」の「ちびくろさ

んぼ」「ちいさいおうち」「おそばのく

きはなぜあかい」「アルプスのきょう

だい｣などです。｢まりーちゃんとひつ

じ」の中の「ねえ、ぱたぽん」という

フレーズにはおじとのあたたかい思

い出がいっぱい詰まっています。幼稚

園では「こどものとも」（創刊したば

かりの！）の「おしゃべりなたまごや

き」や「だむのおじさんたち」「おな

かのかわ」「とんだよ、ひこうき」な

どに出会いました。大人になってもそ

の絵本の色使いや言葉、おじさんの吹

くハーモニカの音までが私の記憶の

中で鮮やかによみがえります。 

後に福音館書店の松居直さんにお

会いした折にそのお話をすると「あの
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絵本の読者が図書館員になってくれ

ているんですね」と喜んでくださった

のもうれしい思い出です。 

さて、私のほんとうの読書の始まり

は、抄訳本でしたが「トムじいやの小

屋」を読んだことだったように思いま

す。奴隷の過酷さ、自由への逃避行な

どが正義感の強い女の子だった私に

とって強烈な印象を与えてくれたこ

とは確かです。それまでの絵本体験が

核になって、私はここで本の面白さに

目覚めたのでした。それからの「本が

読みたい」という私が今の私を作って

くれたことは間違いのない事実で

しょう。昭和 30 年代、私が住んでい

た国分寺には図書館はありません。本

に飢えていた私は、近所の家の「少年

少女世界名作文学全集」をそこの子が

いなくても上がり込んで読ませても

らいました。この家ではおやつに蒸か

したサトイモが出ました！ ラングの

「○○いろの童話集」（今回調べると

再話は川端康成でした）は反対側のお

隣さんで読破しました。この家では

「岩波少年少女文学全集」の「エミー

ルと探偵たち」と「オタバリの少年探

偵たち」に出会いました。（この家に

は常に一橋大の学生が下宿していて、

彼らは近所の子どもを集めて「物語作

り遊び」とか「焼き芋会」などを日常

的に行っていました。） 

こうして余りにも読む本を求める

私に、母は「図書館があったらねえ」

とよく言っていました。その本がたく

さんあるという魔法のような「図書館」

が私の心に「憧れ」のように住み着き

ました。都立三鷹高校では運命的に

『伝説の司書教諭』に出会うことがで

き、大学では図書館学を専攻、とうと

う昭和 50 年に新しく開館する小平の

図書館に司書として採用されたので

した。図書館員人生が始まったので

す！ 

そして今、私は小平の図書館での四

十年にわたる司書としての生活を終

えようとしています。すばらしい時間

でした。これからも多くの方々が小平

の図書館で素敵な本と出会ってもら

えたらほんとうにうれしく思います。 

そして友の会の方々には、小平の図

書館のベストサポーターとしてのご

活躍をどうぞよろしくお願いいたし

ます。 

 

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * *  

セレンディピティ 
小平市立仲町図書館 渡辺 房江 

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * *  

私が調査係のレファレンス担当

だったときに受けた、ある事例をご紹

介したい。というのは、この 7月に日

野原重明さんの訃報に接したことに

よる。日野原さんは、長年、新聞にエッ

セイを連載されていたが、その新聞記

事の切抜きを持って質問にいらした

方があり、その時のレファレンスを思

い出したからである。 

なお、検索等は当時の記録による。 

その記事は、2002年 12月 21日付け

で、日野原さんは、自分が医師として

生きるべき道を教えてくれた師との

邂逅を、思いがけない出会い、幸運な

ハプニングとして西洋では「セレン

ディピティ」というと紹介している。

それは、「セイロンの３王子」が探し

物をする途中で、全く予期せぬ掘り出
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し物を見つける、という童話から生ま

れた言葉で、偶然に発見するには、そ

の受け皿となる自分自身を磨くこと

が必要だとも述べられている。 

質問者の 70代と思われるご婦人は、

この記事の中の「セレンディピティ」

の元となった「セイロンの３王子」の

童話を探されていた。 

「セイロンの３王子」の検索では該

当する作品は見つからず、「セレン

ディピティ」の語源からを調べること

にした。『英米故事伝説辞典』、『オッ

クスフォード英語辞典』で確認すると、

イギリスの政治家ホレス・ウォルポー

ル（1717～1797）の造語とわかる。ウォ

ルポールが友人に宛てた書簡の中で

使われ、「セレンディップの三人の王

子」というおとぎ話を読んで触発され

たことによる。セレンディップとはセ

イロンのことである。三人の王子たち

は、他国を旅する間に様々な苦難に遭

うが、探していたものとは違う幸運を

偶然につかむ。王子たちが幸運に恵ま

れるのは、偶然だけではなく、知恵や

洞察力が備わっていたからでもある。 

「セレンディピティ」という言葉は、

科学の領域ではよく使われてきた。例

えば、X 線やペニシリンの発見などで

ある。セレンディピティという言葉を

検索すると、科学の発見物語関係の資

料がヒットする。その中にヒントが隠

されている場合も多いので、所蔵資料

とあわせて都立図書館からも数冊取

り寄せる。特に参考になった資料を紹

介すると次の 2冊である。 

① 『ある神経学者の歩いた道』J.H.

オースチン著，横井晋訳 金剛

出版 1989年 

付録に「三人の王子」の概要が載っ

ていた。 

② 『偶然からモノを見つけだす能

力』沢泉重一著  角川書店 

2002年 

記述の中に昭和初期の「小学国語読

本」にも使われていたとあり、こちら

にも当たってみることにした。 

昭和初期の教科書の内容を調べる

には「日本教科書大系 近代編」（海

後宗臣編 講談社昭和 38 年）が有効

である。これは、明治初期から第二次

世界大戦後、検定教科書制度が実施さ

れるまでの間に、初等教育機関で使用

された教科書のうち、特に重要な原典

を復刻したものである。 

今回の場合、正確な年代、学年、標

題等わからないので丹念に探してい

くしかない。ようやく『日本教科書大

系 近代編７ 国語四』の「小学国語

読本巻五」（昭和十年発行）の目次に

「逃げたらくだ」（「三人の王子」のエ

ピソードのひとつ）を見つけた。 

後日、質問者のご婦人には①、②と

「教科書大系」を提供することにした。

「昔の教科書にも載っていたんです

よ。」と、カウンターでご覧いたただ

いていたとき、「逃げたらくだ」を読

み始めたとたん、そのご婦人が声を上

げられた。「これ、わたし学校で習い

ました。この劇をやりました！」 

そのとき、これこそ「セレンディピ

ティ」ではないかと密かに思った次第

である。 

最後になりましたが、「小平図書館

友の会」２０周年記念、おめでとうご

ざいます。まさに「継続は力なり」で

すね。様々な活動がさらに充実、発展
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されますように心よりお祈りしてお

ります。 

 

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * *  

図書館に配属されて 
小平市中央図書館館長補佐 

庶務担当係長 高松 弘一 

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * *  

小平図書館友の会さんの設立 20 周

年になりますこと、お祝い申し上げま

す。また、平素より小平市図書館業務

にご協力、ご支援いただき御礼申し上

げます。 

実は、友の会会長さんからご依頼を

受けた際、何を書けばいいのか困り、

一度お断りしましたが、会長さんから

何でもいいのでということでした。 

私は、中央図書館に配属され 2年と

少し経とうとしておりますが、とくに

資格もなく、読書は少しの趣味程度、

小平市の職員としては異動があるな

か図書館に配属されたということで、

何かを掘り下げて書くには知識が乏

しい……。 

ということで、いろいろ考えた末、

図書館に配属になり思ったことを簡

潔に書こうと決めました。 

この職場にくる前に持っていた私

の図書館のイメージは、たくさんの本

があり、その本を借りられる場所でし

た。 

小学生の頃私の住む所では自宅か

ら図書館まで多少遠かったこと、中学

生、高校生時代は塾、部活動など、大

学時代は大学図書館があり、社会人に

なってからも本は購入する派でした

ので、まず自分自身、図書館はほとん

ど利用していませんでした。 

そんな私が中央図書館に配属にな

り、当初持っていたイメージは多少変

わりました。というのは、本を貸すと

いうだけでなく、講演会などをはじめ

として図書館への理解と関心を得る

ため及び利用者への利便性向上を図

るための様々な事業を行っているこ

とを知り、図書館もいろいろやってい

たんだなあと感じました。また、図書

館の活動に多くの方々にご協力をい

ただいていることも知ることができ

ました。きっと図書館を前述した私同

様にイメージしている方もいるので

はないかと思います。図書館で大事な

ことというのも人によりそれぞれ考

え方が違うはずです。例えば、蔵書の

充実、開館時間、課題解決型の図書館

など多々あると思います。しかしなが

らまず図書館を利用していただくこ

とで、課題、要望や満足感などもでて

くるのではないでしょうか。 

図書館としても、引き続き多くの市

民の方に図書館を利用していただく

よう努めてまいりますので、これから

も友の会さまにもご協力をいただき

一人でも多くの方にご利用いただけ

ると幸いです。 
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学習会・イベント 

 

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * *  

「図書館について学ぶ会」 
塚本 健男 

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * *  

図書館友の会には会員の好み、やり

たい事等に従っていろいろなグルー

プがありますが、題名に記した「学ぶ

会」は友の会設立後、すぐにできたグ

ループ、勉強会と言ってよいかと思い

ます。 

ただ集まって勉強するだけでは面

白くもないし、飽きても来ます。近隣

の図書館で、話題になっている図書館、

話題性はないが近くにあってまだ

行った事のない図書館を訪問したり

するイベントもやっています。また、

この図書館訪問から、訪問先の図書館

を拠点にしている私どもと同じよう

な活動をしている団体、同じような名

前だけれど活動は全く異なる団体等

と交流できることもあります。この草

の根の広がりは網羅的に情報が入手

できるわけではありませんが、何かあ

れば聞いてみることができるという

点で、大事な広がりだと思っています。 

2016 年～17 年は小平図書館ではい

なくなってしまった「ベテラン司書」

について約 1年ほど勉強しました。図

書館の一つのモデルとして長野県塩

尻市の「市立塩尻図書館」に行ってき

ました。あまりお金をかけずに使いや

すい、本を探しやすい、そしてそれな

りに図書館の担う課題解決を果たし

ている図書館というのが私の感想で

す。 

「学ぶ会」にはテーマが必要という

事はないのですが、「司書」の勉強の

見当がつきましたら、2017年 4月から

小平中央図書館に検討会ができてい

る「図書館のあり方―特に中央図書館

の機能の充実―」について随時意見を

言えるようにしていきたいと思って

おります。 

 

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * *  

「ハンディキャップサービス 

交流会」16年のあゆみ 
名取 公子 

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * *  

図書館について学習する中で、図書

館の障がい者サービスの現状を知る

ための交流会をもち意見交換するこ

とになりました。 

メンバーは、障がい者、図書館職員、

社会福祉協議会職員、ボランティア、

そして友の会のメンバー他です。 

第１回は 2001 年 1 月で、ほぼ年１

回のペースで、今年 2 月に第 18 回を

行いました。 

障がい者からは、ハンディキャップ

サービスの窓口を。対面朗読を。宅配

サービスを等多くの要望がだされま

した。しかし、遅々として進まぬ状況

に、利用者からは苛立ちの声さえ聞こ

えてきました。 

ハンディキャップサービスが大き

く動いたのは 2011年でした。 

図書館ではハンディキャップサー

ビスに本格的に取り組むため、東京都

の研修に 2 名の職員を派遣しました。
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またそれを機にサピエ（全国の点字図

書館等の制作、所蔵するデイジー図書

などを集めた日本最大の書誌データ

ベース）への加入、カセットテープの

デイジー化（活字による読書が困難な

方のために CDで作成された録音図書）、

対面朗読、宅配サービス、利用機器購

入、音訳ボランティアの養成とサービ

スの内容を広げていきました。 

ハンディキャップ交流会も今年 18

回を迎えましたが、第 16 回に図書館

より本交流会を図書館の主催行事に

したいとの申し出があり、友の会の主

催は第 15 回を以って終了し、以後友

の会は協力という形で参加すること

になりました。 

友の会は今後も協力を惜しまず、き

め細かいサービスが受けられるよう

バックアップしたいと思います。 

 

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * *  

「YAを楽しむ会」 
重村 ヒロミ 

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * *  

2006 年、図書館友の会の交流紙で

「YA を楽しむ会を始めたいので関心

のある方は集まるように」という記事

に出会いました。集まったのは 3人で

した。「子どもたちに読ませたい本」

とか「ためになる本」というのではな

く、大人である自分たちが子どもの本

を楽しく読むというのがいいなあ！

と思いました。これが私と「YAを楽し

む会」のご縁の始まりです。 

子どもの本というと幼児から小学

生向けの本が多いのですが、近年 YA

の本も充実してきています。YAの本は

小学校高学年から上の、思春期の少年

少女を対象とした本といえるでしょ

うか。 

思春期と言えば誰にも覚えがある

でしょう？ 友人と比べてコンプレッ

クスに悩んだり、親子関係・友人関係

に悩んだり、恋愛や性の問題に直面し

ましたね。社会の一員として貧困や格

差や差別・戦争や暴力のことにも目が

向きました。 

YA の本はまさに思春期真っ只中で

このような問題に向き合い、ひたむき

に生きている少年少女の姿が描かれ

ています。いじけたり、あきらめたり、

うらんだりしないのです。どんな逆境

の中でも子どもというものには夢が

あり、未来があり、力があることに励

まされます。 

といっても YA の本はこのような深

刻なものばかりではありません。魔法

使いが出てくるファンタジーは豊か

な想像の世界へ誘ってくれます。知ら

ない国の小さな村に刻まれた歴史の

断片の中で、子どもたちが生き生きと

育っている姿もあります。大人顔負け

に知恵を働かせ、勇気をもって困難を

克服していくスリル満点の活劇もあ

ります。 

テキストはみんなで出し合って決

めます。月一回、原則として第 4金曜

日の 10時から 12時まで、元気村おが

わ東でやっています。毎回の参加者は

10人前後です。年齢も経験も、好きな

本の好みも違う人たちが集まって、

「違うねえ」ということを確かめ合っ

て楽しんでいます。 
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2015年 5月 29日 

飯能あけぼの公園ムーミン谷で 

 

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * *  

「声に出して本を読む会」の 

活動を振り返る 
雜崎 亮平 

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * *  

2004 年の第 7 回総会で、「図書館友

の会の活動 6年間の蓄積を、新たな創

造に結びつけよう」との、本間浩会長

（当時）のごあいさつ、2001年刊の斎

藤孝著『声に出して読みたい日本語』

による朗読ブーム、さらに朗読劇「こ

の子たちの夏（地人会）」に触発され

た会員から、感動を共有する手段とし

て「声に出して本を読むこと」も友の

会活動の発展につながるのでは、との

提起と、「ドイツでは、朗読を聴くこ

とが立派に地域文化として根付いて

いる」との励ましの中で誕生したとい

える。 

筆者が、中央図書館前庭の、「古本

市」の貼り紙の前で、古書を並べ販売

する、旧知の本間会長（当時、国立国

会図書館幹部）に出会ったのが、友の

会参加の動機であったのを思い出す。 

2005 年 1 月 19 日、第 1 回発表会の

後、様々な出会いと、緊張と反省を織

りまぜながら、「友の会 20年のあゆみ」

の中で、ささやかながら、それなりに

進化してきた。端的にいえば、それぞ

れ好きな本を好きなように読む、とい

うことだったが、回を重ねる中で、「声

に出す」読書である以上、「聴いてい

ただく人への努力も大切」と、少しず

つ技術的側面をご教示いただきなが

ら、「ルネこだいら・市民自主公演支

援事業」にも参加したり、2007 年 3

月、友の会 10 周年記念の節目には、

市民手づくりの発表会「ことばの玉手

箱」が開催できたことなど、関係者一

同、寄せられたご支援への感謝と共に、

一つの成果と受け止めている。「声に

出して本を読む」という当り前のこと

が、読解力や発表技術の難しさに躊躇

することの繰り返しではあったが、発

表会には、演出、照明、音響等の技術

的ご協力も得て、会員それぞれ高揚感

を味わい、活動に弾みをつけた。この

経験を大切に、「初心に立ち返った」

地道な活動が継続されること、いずれ

また、感動を共有できる「つどい」（10

月 7 日、第 13 回発表会予定）がもて

るよう、新しい気持ちで取組んでいく

ことを、会員一同、確認している。 

これまでの成果が重荷になるよう

な、一抹の不安を抱えつつも、「声に

出して本を読む」ことの意義を大切に、

友の会のみなさんと、活動を展開して

いくことになる。 

 

 

 

 

 

 

2007年発表会終演後の出演者一同 

ルネ小平ロビーで 
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* * * * * * * * * * * * * * * * * * * *  

「文学散歩」は楽しい！ 
渡部 詔子 

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * *  

本が好き、旅が好き、山が好き、こ

んな私の思いを叶えてくれるのが図

書館です。 

小平に引っ越した時、比較的近くに

小平喜平図書館があるのを知りホッ

としたことを覚えています。何度か

通っているうちに、そこで図書館友の

会会報を見つけ、どんな活動している

のかと期待を込めて読んでみました。

なんと文学散歩の行事があり、これ

だ！と思いすぐ入会手続きをとりま

した。ただその時の文学散歩の申込期

限は過ぎていたため参加できなかっ

たのは残念でしたが……。 

田舎出の私は小説の舞台が都会に

なっている場所を訪ねることを趣味

としております。最初は本を片手に世

田谷文学館や山梨文学館などを訪ね

ました。昔の文豪と呼ばれた作家達の

遺品や写真・原稿などを見ては、その

時代の背景が偲ばれたものです。又、

作家が多く住んでいた街(田端、荻窪、

鎌倉など)を散歩しては、着物の袖に

手を入れて歩いていた文士達の面影

をみるような気がしました。散歩の後

で本を再読するとき場所のイメージ

がわいてくるのが楽しみです。 

小説は書けませんが、読むことも、

その小説の舞台を訪ねることも出来

ます。 

これが文学散歩のだいご味と思っ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

2015年 6月 25日 

文学散歩 明治大学で 

 

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * *  

「古本市」報告 
藤原 紀子 

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * *  

チャリティ古本市は、皆様から読み

終えた本を寄付していただきそれら

を安価で販売し、純利益を小平市立図

書館へ備品の寄贈をしています。又、

東日本大震災の被災地の図書館や関

係団体にも寄付をしています。 

毎回会員から世話人を募り、「古本

市世話人会」で企画・運営しています。 

開催も 19 回となり、毎年楽しみに

してくださる方、寄付本を取り置きし

てくださる方など多くの方に知られ

るようになったことはうれしいこと

です。 

世話人会では、前年の反省をもとに、

より本が探しやすいように、来場者が

気持ちよく買えるよう話し合ってい

ます。 

開催は初日の熱気を解消するため

当初の 5 月、4 月の開催から 3 月の下

旬に移し定着しています。この 10 年

間で会場設営や本の配置も見やすい

ように棚をつくる、作家別に頭文字の

表示をするなど工夫し、開催日には、

買い物かごを用意する、又、昨年から
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は開催前の列が公民館の迷惑になら

ないよう整理券を配布しています。 

会場の設営など年々進化をしてい

ますが、変わらないのは本を並べる準

備風景と初日の混雑ぶり。準備は、

続々と持ち込まれる寄付本を、数える、

ジャンル別に分ける、各売り場へ運ぶ、

並べる、の作業が続き、開催初日もイ

モ洗い状態の会場で、崩れた本の整理、

来場者への対応など、年々落ちていく

体力を気力で補って乗り切っていま

すが、本大好きが集まっている準備は、

2 万冊余りの本に囲まれて至福のひと

時でもあり皆さん楽しそうに作業を

しています。 

古本市では、毎回お手伝いを募集し

ています。本好きの方、古本市に興味

のある方、参加してみませんか。 

 

 

 

 

 

 

 

2017年 3月 25～26日 

第 19回チャリティ古本市 

 

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * *  

「読書サークル・小平」 
大森 輝久 

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * *  

？（ハテナ）から始まる読書会です。 

2009 年 10 月 18 日に発足しました。

小平図書館友の会の発足が 1998 年 10

月 4 日ですから、友の会発足後 11 年

たってのスタートです。それでも 2017

年 9月で 42回目を迎えます。 

開催日は、原則として隔月の第三日

曜日午後で、場所は、小平市立中央公

民館地下一階の「つつじの間」（和室）

です。いいところです。課題本（テキ

スト）を読むだけでなく、最近話題の

本や時事に触れたりしながらいろい

ろな話ができるようにしています。毎

回 7～10名の参加です。 

テキストの選択は、いま知りたいと

感じているテーマの本（？について考

えられる本）を中心に、話題の本、10

万部ほど売れている本などを対象と

しています。 

レジメは基本 4 ページつくります。

1～2 ページがテキストの読解参照用

（読んだ気になる）で、3 ページ目に

別の角度から読む参考資料をつけ、4

ページ目が「このような本がでている」

などで毎回 50冊ほど紹介しています。

50冊×40回は 2,000冊です。 

蓄積は力なりですが、会の進行（流

れ）も定着し、参加者の読解方法も深

くなり、継続の意義を感じています。 

 

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * *  

友の会は楽しい 
伊藤 規子（事務局） 

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * *  

1998年の夏、子ども文庫連協「図書

館問題学習会」の仲間たちと、「図書

館友の会を作ろう」と盛り上がってし

まい、友の会を立ち上げました。あれ

から 20年とは！ ずっと事務局をやっ

ています。あっという間のような、す

ごく昔のような。 

仕事の分担は、交流紙「らいぶら

りーふれんず・こだいら」の製作・発

行と名簿管理、そのほかモロモロ。交
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流紙は現在 170号を越え、会員の活動

記録と情報交換の場として活用して

いただいています。58 号（2006 年）

から連載した「学校司書 1 年目」（会

員：篠原麻里さん著）や、55号（2006

年）から連載の「子どもの本のページ」

（会員：池田信子さん著）なども、好

評でした。今後は、会員の方々からの

寄稿がもっと増えるといいな、と思っ

ています。 

20年の間には、たくさんの方が入会

し、退会されました。退会者は記録に

残っているだけで 175 人。現在の会員

数が 131人ですから合計で 300人以上

の方々が友の会に入ってくださった

ことになります。転居された方、お亡

くなりになった方、たくさんの方々の

お顔が目に浮かびます。 

今、「YAを楽しむ会」で 10人ほどの

仲間とティーンエイジャー向きの本

の読書会をしています。本は好き嫌い

もあるし、意見が食い違うのはしょっ

ちゅうですが、違う意見を聞くのもま

た楽しい。もっとも、話がすぐ脱線し

て、自分の昔の頃の話に流れていくこ

ともしばしば。でも、それもまたいい

んです。YAを楽しむ会なのですから。 

友の会には読書会が 2つありますが、

もっともっとたくさんの読書会がで

きるといいなと思っています。事務局

として「立ち上げ」お手伝いします。

ご連絡ください。「歴史書を読む会」

とか、「欧米文学（？）を楽しむ会」

とか。会ができたら入る、などとおっ

しゃらず、まずご自身で旗をたててみ

ませんか？ 

私自身は、これからもしっかり図書

館を活用し、友の会を楽しんで行こう

と思っています。できたら図書館のと

なりに住みたいものです。 

 

 

会員の声 

 

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * *  

私の日本文学全集 
池田 信子 

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * *  

私の日本文学の本との出逢いは、第

二次大戦の末期、母の実家から疎開さ

れてきた「日本文学全集」です。或る

日、女学校から帰ると、父の書斎の廊

下にぶ厚な白い布表紙の本が山積み

されていました。私が、その中から取

り出した初めの一冊は、「泉鏡花」で

した。初めての「大人の本」、恥かし

い様な、そして驚きの世界。それ以来、

七人姉妹の五女の私は、「ねえや」か

ら、朝、お弁当を手渡されると、その

ママ、誰にも邪魔されずに、西日の入

る裏の六畳間の勉強部屋にこもりま

す。当時、姉達は、仕事や学徒動員で、

机は並んでいても、部屋は、私一人の

天下です。その中で、ゆっくりと、本

の世界に入れます。 

しかし、終戦と同時に、その本の山

は消えましたが、私の日本文学への夢

は残りました。やがて、私の本への夢

は、自分の働いたお金で得ることが出

来ました。しかし、今度は読む時間が
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ありません。或る日、仕事を終えて帰

宅すると、私の文学全集を並べた本棚

の半分が消えています。家人曰く、「あ

なたはどうせ読まないのだから」と友

人にあげてしまったのです。さしあげ

たものは、仕方なく、残った半分の本

には Stopをかけました。 

そして、気の毒に、40余年経た今も、

我が家の裏の部屋の本棚には、半分の

日本文学全集が並んでいます。 

そして、本も私も、半分、安泰です。 

 

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * *  

古い本の思い出 
池田 春寿 

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * *  

私の最も古い本の思い出は、父が

持っていた「源平盛衰記」でした。こ

の本を小学生の頃から何度も読み返

した記憶が一番古い本に対する思い

出です。 

自分で書いた記憶は、大学 2年の頃

文学部「仲間」の部員で短編を書いた

記憶がありますが、タイトルはもう覚

えておりません。内容は親せきの年下

の従兄弟が亡くなりその悲しみを

綴ったということだけ覚えておりま

す。 

子供の頃の思い出をもう一つ、村落

の子供図書館的な集会所に本を買っ

ておくための資金作りに、当時まだ舗

装していない道路の脇に大豆を蒔き

収穫した大豆を売って購入資金にし

たという思い出です。 

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * *  

思いを馳せる 
市川 詩子 

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * *  

夜、布団に足を入れ、本を広げる。

眠気がやって来るまでの少しの時間、

ページを捲る。それは、1 日の終わり

の至福の時間。 

中学生の頃から、いつも本は傍に

あった。通勤通学の時、休み時間、病

院の待ち時間等々。今もそれは変わる

ことはない。包装紙や今流行のマスキ

ングテープを使い、手作りのカバーを

掛けては悦に入っている。 

リサイクル本を購入すると、思わぬ

ことに出会う。先日手に入れた推理小

説には、桜の花びらが 2枚挟まってい

た。押し花となってもなお、見上げて

いた時と同じ、淡いピンクを保ってい

た。挟み込んだ人に、そして私より先

に花びらに出会い、そのままにしてお

いてくれた人々に思いを馳せた。 

古い栞が挟まっていることもある。

俳優堤真一が写る栞は、映画の割引券

になっており、調べると公開は 2006

年だった。まるで、タイムスリップを

してきたかのようだ。 

新刊本は値段が高く、なかなか手が

出ない。だが、古本屋や図書館に行け

ば、懐も痛まず、本の世界に浸ること

が出来る。今日もまた、寝る前の僅か

な時間を楽しみに、日常を送る。 
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* * * * * * * * * * * * * * * * * * * *  

相互貸出利用の促進を 
入山 弘之 

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * *  

私は 2005 年から７年ほど小平市喜

平町の団地に住み、喜平図書館をよく

利用していました。事情があって 2012

年春、東大和市に引っ越してきました。

歩いて 5分のところにある清原図書館

は新しい建物でゆったりとした空間。

気にいっています。 

ただひとつ残念なことに、小平市立

図書館との相互利用ができません。隣

りの東村山市立図書館は相互利用で

きるうえ、最寄りの館まで配送してく

れるので、自宅近くの富士見図書館で

よく借りてきます。東村山の図書館も

蔵書が充実していますね。 

多摩六都（小平・東村山・清瀬・東

久留米・西東京）図書館は相互利用で

きるのに、東大和は東村山、武蔵村山、

立川だけです。武蔵村山の図書館は遠

く、規模も小さいため、ほとんど利用

していません。立川は最寄館への配送

不可。収蔵館まで出向かなければなら

ず、不便です。 

小平の図書館に行っても書架を眺

めるだけで、いつも指をくわえていま

す。 

東大和と小平の両図書館長に要望

を出したこともありますが、おもに小

平側の理由（ニーズがない？）で実現

は難しいとの回答でした。 

多摩北部は面積の小さな市が入り

組んでいます。すぐ近くに図書館が

あっても別の市だという理由で借り

られないのは残念なことです。 

小平にお住まいの方は不便を感じ

ていらっしゃらないようですが、広域

での相互利用をみんなで働きかけて

みませんか？ 各自治体の事情もある

のでしょうが……。 

 

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * *  

本を読む愉しみ 

岩上 尚子 

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * *  

友の会に入会してまだ一年半の“ひ

よっこ”ですが、本と人との出会いの

場として楽しい時を過ごさせても

らっています。YAを楽しむ会に参加し

て、知らない世界に触れたり、自分と

は違う意見になるほどと思ってみた

り、一冊の本を取り上げてもいろいろ

な受け止め方があって面白いもので

した。「本を読む」とは未知なるもの

を求め外に向かう意識とともに、自分

の中にあるものに気づき内側に潜っ

ていくような行為でもあり、心揺さぶ

られるものがあります。これからも読

みたい本がありすぎて追いつきませ

ん。友の会 20 年の歩みに負けないよ

う長く続けていきたいものです。 

 

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * *  

小平図書館友の会20周年に寄せて 
鵜飼 恵 

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * *  

私が図書館友の会に入会したのは

会が始まって間もないころでしたが

初めのころは全くの幽霊会員で毎月

届けて下さる交流誌を読みながら「ど

んな方たちが作って配っているのか

しら？」と思いながらかなりの年月が

過ぎました。 
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ある時、思い切って文学散歩に参加

したのをきっかけにスタッフの方々

とお近づきになり「YA を楽しむ会」に

参加し、その後「読書サークル・小平」

や「古本市」に参加するようになり、

いろんな方々と知り合い、以来学ぶこ

とも多い日々でした。 

会の活動に参加することでささや

かながら社会につながっているよう

な気持ちになるから不思議です。 

運営能力抜群、かつ前向きで労を惜

しまぬ会長はじめ役員の皆様には敬

服するばかりですが、これからの 10

年、20年、新しい会員の増加と後継者

に恵まれて会が発展していくことを

願っています。 

 

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * *  

自分の核に図書館 
内田 清子 

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * *  

この秋で友の会が 20 周年を迎えま

す。誕生した子どもが成人になるのと

同じ年月ですが、気が付いたらもうそ

んなに経っていたのかという感じで

す。私は設立当初からのメンバーです

が、友の会のあらゆる活動に会員の声

が反映され、少しずつ進化し定着して

きたように思います。私は、古本市、

講演会、文学散歩、交流会、職員との

懇談会などほぼ参加し十二分に愉し

んでいます。学習会も YAを楽しむ会、

図書館について学ぶ会に参加してい

ますが、他のメンバーの意見や姿勢に

いつも目を開かれる思いがします。 

子どもの頃から図書館（学校時代は

図書室）が好きで、本がある空間は居

心地がよくてよく通っていました。私

は文庫連協にも所属しているので、図

書館に行くことが多く、図書館は私の

生活の一部になっていて、大袈裟かも

しれませんが自分の核に図書館があ

るような気がします。 

29 年度の図書館の事業計画に初め

て図書館のあり方検討という項目が

加わりました。近隣の市の図書館が

次々に民間委託へと移行する流れの

中で、しっかりとした根拠があったわ

けでもないのに、小平は大丈夫だろう

と考えていたので大変驚きました。改

めて図書館ってどんな所？ 自分たち

の求めている図書館像について今こ

そ真摯に話し合う機会にしなければ

と思います。10周年記念誌に友の会は

図書館の応援団でありたいと書きま

したが、今もその思いは変わりません。 

 

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * *  

ヒアリ戦争、勃発か 
大宮 信光 

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * *  

賭博師ジェイソンが大勝して、惑星

ピラスに赴く。都市周辺の生態系があ

げて、ピラス人に襲いかかっている。

その凄まじい設定がハリィ・ハリスン

の『死の世界 1』（原題 DEATH WORLD1）

にある。ちなみに、WORLDには「惑星」

の意味がある。ジェイソンはこの事態

を疑い、謎を解こうと図書館に案内さ

せる。 

図書館にあったのは技術系の教科

書のみだった。ひとりの図書館職員は、

呼び出されると“本”なら下の倉庫に

たくさんあるという。凶悪な巨大ネズ

ミたちが喰い荒らしていた本のクズ

の山の中から航海日誌の入った金属
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の箱が出てくる。日誌から死の世界の

謎を解く手がかりが見つかり、ジェイ

ソンはピラス人に 3つの選択肢を提示

するに到る。 

死の世界は、破滅へ向かう地球生態

系の姿が凝縮されていると見立てる

ことができる。ヒアリの日本侵入も、

その一部であろう。日本の、地球の図

書館は今後どうなるのであろうか。 

 

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * *  

「YAを楽しむ会」に参加して 
大山 容子 

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * *  

「傷のついた貝は美しい真珠を生

むのよ。」 

うそかまことかわかりませんが、子

どもの頃に、そんな言葉を聞いた記憶

があります。 

児童文学が大好きだった私が、『YA

を楽しむ会』に参加しているのも、そ

んな言葉に心惹かれる気持ちがある

からかもしれません。 

YA（ヤングアダルト文学）の主人公

の少年少女はみな心に大きな傷を負

い、それをのりこえていきます。 

『YAを楽しむ会』では、そんな文学

作品を読んで、みなで感想を語り合い

ます。文学を語ることは人生を語るこ

とと、しみじみ感じます。ひとりひと

りの感想に、その人の人生観がにじみ

でて、みなさんの意見を聞くのが毎回

楽しみです。そんな心許せる仲間の中

で、私も自分が浅く深く幾つもの傷を

負った貝であることを自然と語るこ

とのできる大切な場所になっていま

す。 

『図書館友の会』は根っこの所で、

だれでも自分らしく生きられる社会

を願って活動されていると私は感じ

ています。『YA を楽しむ会』に参加す

ることで、私も自分らしく心豊かな時

間をみなさんと文学を語りながら紡

いでいける幸せを心より感謝してい

ます。もしかすると、それが私なりの

ひとつの小さな真珠なのかもしれま

せん。 

 

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * *  

友の会 20年の感動と感謝 
奥村 公子 

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * *  

1997年秋、小平市子ども文庫連絡協

議会の活動の一つ、図書館問題学習会

から発展して「大人のための活動がで

きる会を作りましょう」と準備会を経

て小平図書館友の会を発足しました。

会長はどなたにお願いしようか、会の

名称はどうする、どんな活動をして行

くの？ 等々みんなで考えながらの立

ち上げでした。会の趣旨には賛同した

ものの市民活動など全く初心者の私

はただ右往左往するばかりでした。し

かし発起人の方達の能力と知恵と行

動力はすばらしく、ひとつの市民活動

の立ち上げと運営を見事に進め、そし

て 20 年間継続してこられました。ひ

とつひとつの行事や学習や活動の地

道な積み重ねが 20 年の歳月を経て今

日の友の会の姿になっています。 

この会を引っ張ってこられた役員

の方々、協力してくださる会員の方々

皆さん素敵な方達で、多少なりとも関

わりを持たせていただいた者として

感謝の気持ちでいっぱいです。今はな

かなか参加できませんが、機会があれ
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ばお手伝いさせていただきたいと

思っています。発足 20 年の感動と感

謝を込めて友の会の発展を祈ってい

ます。 

 

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * *  

「小平図書館友の会」に励まされて 
折戸 真 

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * *  

2010年 4月、小平第五中学校の「学

校図書館協力員」になったのを機に、

先輩方から本の深い楽しみ方や本に

関する新しい情報を教えて頂きたい

と思い、入会を申し込みました。 

以来、講演会などに多く参加し、勉

強させて頂き、感謝の思いで一杯です。

多忙のため、残念ながら出席できな

かった企画についても、自宅まで持っ

てきて下さった会報や交流紙に助け

て頂きました。本当にありがとうござ

いました。 

近くは、「会報」第 37 号と第 38 号

に、「塩尻市立図書館見学（訪問）記」

が掲載されましたが、それらのコピー

を、以前から塩尻市立図書館に非常に

高い関心を寄せられている町田市に

住む友人Ｋさんにお送りしたところ、

大変喜んで下さいました。さらにＫさ

んは、「小平図書館友の会」自体の活

動の多彩さと幅広さ、また会員数の多

さに、とても驚かれていました。 

私自身は多忙を理由に長い間、読書

会にはまったく出席したことがあり

ませんでした。しかし、一念発起して、

昨年３月から「読書サークル・小平」

に毎回、出席させて頂いております。

開催は、2 カ月に 1 回であるのにもか

かわらず、直前に必死に読んで、やっ

と当日に間に合わせておりますが、

リーダーの大森先生の深く、広く、ハ

イレベルなお話に毎回、感謝、感激し

ております。 

大変未熟な私でありますが、今後と

も、ご指導の程、よろしくお願い申し

上げます。 

 

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * *  

箸休め的散文 
風間 禎之助 

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * *  

図書館友の会が 20 周年という事で

この記念誌には、きっと多くの皆さん

からお祝いメッセージを頂けたもの

と思います。 

私は友の会会員としてかれこれ十

余年在籍しています。でも、こんなこ

と書いて良いのか迷いますが私は今

でも殆ど図書館を利用したことがあ

りません。ひょんなはずみで会員にさ

せられてしまったのです。詳しく書く

と長くなりますので、簡単に言います。

私に入会を勧めた方が素晴らしい方

だったのでお人好し？の私には断れ

なかったのです。 

そんな訳で本を読まない私が本に

ついて書けることはあまりありませ

ん、でも本に多少は関係が有ります

『漢字』の事を少し書かせて下さい。 

私も近々『後期高齢者』の仲間に入

ります、「後期高齢者」嫌な言葉です

ね、仕方ないですが……。そこで考え

ました、加齢による認知症にならない

ためにどんなことをしたら良いのか

と、そのひとつに苦手だった「漢字の

勉強でもしたらボケずに済むかな？」

と単純に考え、スマホに漢字アプリを
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入れて、小学生が習う漢字から勉強し

直しました。恥ずかしい話、結構書け

ない漢字がありまして我ながら情け

なかったです。今も日々努力はしてい

るのですが覚えてもすぐ忘れてしま

うという悪循環、情けない思いの連続

です。 

でも、漢字って面白いですね、そん

な私から皆さんにちょっと質問です。

「まつりごと」「こころざし」「うけた

まわ・る」「おもんぱか・る」「ほしい

まま」、これらの平仮名 5 文字に対し

て一文字の漢字で書くことができる

のですが解かりますか？……答えは

「政」「志」「承る」「慮る」「縦・恣・

擅・肆」←「ほしいまま」を漢字で書

くとこのようないくつかの漢字があ

るのですね、へぇ～～！って、思いま

した。知っていれば 4文字ばかり短縮

できますね。 

もう一問、「杜鵑」「時鳥」「杜宇」「子

規」「不如帰」「田鵑」「郭公」「霍公鳥」

これらは何と読むのでしょう？皆さ

んならご存知ですね「ホトトギス」で

す。それぞれいろいろ読み方あります

がこれ全部「ホトトギス」とも読める

のですね、何故こんなに、難しい！そ

して面白いです。でもこれ全部を覚え

るのは大変です、「杜鵑」と「不如帰」

くらい知っていれば胸を張っていい

ように思いますが如何でしょう。 

「満天星」と書いて「ドウダンツツ

ジ」、そして「躑躅」と書いて「ツツ

ジ」、植物の漢字が足編の訳を調べて

みるのも面白いです。「斑猫」と書い

て「ハンミョウ」これ私、最初猫の種

類かと思いましたら、なんと小さな綺

麗な「昆虫」のことだそうです。他に

もいろいろ面白い漢字が有ります。 

あと、送り仮名で読み方、意味が

違ってしまう「焦げる」「焦る」、「詰

める」「詰る」、また、同じ漢字を使っ

ても「努める」、「努々」（ユメユメ）

なんていうのも面白いです。 

中国発祥の漢字は素晴らしいです。

でも日本の考えた「平仮名」「カタカ

ナ」も素晴らしいと思います。日本人

が 100％近い識字率になって経済や科

学、文化などあらゆる分野で世界最先

端に発展したのもこの「かな文字」の

お陰と私は思っています。 

『此之禿ーー！』と書くより『この

ハゲーー！』の方が簡単でわかり易く、

見た目インパクトあるし、臨場感がハ

ンパないですね。あっ！ごめんなさい、

○○の人を揶揄したわけでなく、例え

話しとして分かりやすいかなと・・す

みません、では駄文もこの辺で、、お

後がよろしいようで、、。 

 

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * *  

藤沢周平さま LOVE 
木村 まゆみ 

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * *  

友の会設立 20 周年、おめでとうご

ざいます。 

私は市議になって 18 年半になりま

すのでほとんど同じ年です。初挑戦し

た 1999 年の選挙リーフレットに「読

書が趣味」などと書いたものですから、

これは小平の図書館ともっと親しく

ならなければと「友の会」に入会しま

した。少々不純な動機です。その後も

魅力的な行事が多くありながら、ほと

んど参加できずにいる「残念な」会員

です。 
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本は小さい時から好きでした。父が

「勉強するより本を読め」と、いつも

口にしていたことが影響しているの

かもしれません。 

一番好きな作家は、藤沢周平さんで、

たぶん全作品読んでいると思います。

弱い人へのまなざしが本当にあたた

かい、庶民やうだつの上がらない武士

に光をあてて書いているのがとても

うれしいです。 

しかし、今はほとんど本が読めてい

ない、ハンドブックやパンフレットに

目を通すのが精いっぱいという情け

ない現状です。 

読書家ではありませんが、公民館と

共に、社会教育の砦ともいえる図書館

の応援団の一人として頑張っていき

たいと思っています。 

 

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * *  

図書館の、父に会いに行く 
剣持 香世 

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * *  

中央図書館で本の修理ボランティ

アをしていた時、毎年 6月に行われる

蔵書点検のお手伝いをしました。割り

当てられたのは二階の参考室に並ぶ

本をすべて倒していく作業です。工学

の書棚でふと目に入ったのは私の父

が編集した「ジェットエンジン英和用

語辞典」でした。よもやこんなところ

で出会うとは思いもよらなかった私

はしばし作業の手を止めてパラパラ

と見入ってしまいました。父は長く携

わった仕事の総仕上げとして定年後

にこの本をまとめたようです。専門用

語の辞典など娘の私には興味もなく、

家のどこかにはしまってあるはずの

この本が立派な図書館の立派な書棚

に並んでいて驚きとともに少しばか

り誇りに思ったものです。父はこの本

を出版した 5年後に他界しました。今

年は 23 回忌です。参考室を訪れる機

会はあまりないのですが、行ったとき

には必ず工学の書棚をまわり、快活で

おおらかだった父の本を確認し、時に

手に取って父の写真を見、ふふと笑い

ます。どちらかといえば地味な色が並

ぶ工学の書棚の中で、父らしい鮮やか

な牡丹色の表紙は輝いて見えます。 

 

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * *  

病院のミニミニ図書室 
白井 由美 

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * *  

先日、家族の手術を待つ間、デイ

ルームというスペースで３時間ほど

過ごしました。そこはテーブルと椅子、

テレビのある場所で、その一角に背の

低い本棚とベンチが置いてあります。

車いすや松葉づえで来た患者さんが

思い思いの本を手にとってベンチで

読んでいました。ちょっとしたミニミ

ニ図書室という感じです。本棚には私

の好きなコミックもあり、ちょっと羨

ましくなりました。私も足の手術で入

院したことがありますが、回復期には

ベッドで過ごすのは苦痛でした。リハ

ビリは日に１時間ほどありましたが、

あとは時間を持て余してしまいます。

その時、こんなミニミニ図書室があっ

たら、多少病室から遠くても毎日通っ

たことでしょう。とても気持ちよさそ

うなスペースでした。 

その本棚には、「読み終わった本を

寄付してください」という文と、その
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仲介をする団体の連絡先が書いてあ

りました。残念ながら愛知県の病院の

話ですが、小平の方にもそういう仕組

みはあるでしょうか？ もしあったら

是非寄付したいと思います。そのため

には、汚したり書き込みをしたりしな

いで、衛生的に気を付けて読まなけれ

ばと思います。 

 

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * *  

二十周年記念誌へ 
末松 義規 

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * *  

「友の会」20周年おめでとうござい

ます！ 

「友の会」の皆様には、入会以来い

ろいろとお世話になっています。 

大きな年間行事であるチャリティ

古本市の開催、図書館利用改善の会議、

愛読書の紹介の集いや懇親会などな

ど、楽しい行事が続々です。 

特に、古本市の準備や後片付けは大

変ですが、シニアな方々が文句一つ言

わず精力的に協力されておられる姿

は、感動的ですらあります。 

皆様に共通しておられることは、と

にかく「本好き」。本を心から愛して

おられます。 

「読書離れ」が嘆かれる昨今、読書

による「知の楽しさ」を分かち合う「友

の会」は、小平にとってなくてはなら

ない存在です！ 

最後に、最近の読書の中で感激した

本を一冊ご紹介します。 

本の題名は、「万病を治す冷えとり

健康法」（進藤義晴著、農文協）。 

阪大医学部卒業の進藤医師が、人間

の体を全体として見ずに局所の症状

だけを抑える（或いは取り除く）西欧

医学に失望し、東洋医学にも熟達した

結果、健康の源である血液循環を良好

にする秘策が「冷えとり」であること

を突き止めました。 

その研究結果が、古くからの知恵で

ある「頭寒足熱」だった！ 

そのことを、「靴下の重ね着」、「半

身浴」、「腹八分目の食事」、「自分本位

の考え方をやめること」（精神的「冷

え」を防ぐ）という実践的手法で説い

ておられます。 

是非ご一読をお勧めします。 

 

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * *  

図書館をまちづくりの中心に 
杉本 順子 

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * *  

先日開かれた図書館関連の講演会

で、長年自治会長を務めてきたという

男性が、最後にすっくと立ちあがり一

言感想を述べられました。「これまで

色々とまちを良くしたいと策を練っ

てきたが、図書館をまちづくりの中心

に据えるという発想は私の中にはな

かった。実に素晴らしい。今日は話が

聞けて良かった！」と。その清々しい

物言いが印象的で、その方が目から鱗

が落ちたように、私の中でも「図書館

をまちづくりの中心に据える」という

フレーズがキラキラと輝きだしまし

た。 

ここで重要なのは「中心に据える」

ということです。アイドルグループの

人気投票のように、図書館がセンター

をとるのです。目には見えないけれど、

光の様に何かしら良いものが図書館

から四方八方に広がっていくイメー
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ジです。これまでも図書館はまちづく

りになくてはならない場所でした。小

平市の市民サービスの中でも、一番利

用者の多い施設と聞いています。しか

し、もっと可能性を見出し、もっと活

性化させる方法はないでしょうか？ 

友の会の皆様なら、アイディアもた

くさんお持ちだと思います。名前の通

り図書館の友として、図書館の未来を

熱く楽しく語り合いましょう！発足

20周年、人間社会で言えばこれから大

人の魅力を重ねていく友の会にさら

に期待して、乾杯！ 

 

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * *  

図書館は宝物庫だ 
富岡 いづみ 

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * *  

図書館に友の会があるのが誇らし

い。 

活動が 20年続いているのも嬉しい。 

友の会との出会いは 10 年以上前。

ルネ小平で「声に出して本を読む会」

の朗読を聞いた。皆さんなんて上手な

のだろうと感激して、終演後すぐに仲

間に入れてほしいと申し込んだ。 

よき指導者に恵まれた素敵なグ

ループだった。初めは発表会に出る勇

気がなかったが、今では次に何を読も

うかと楽しみになった。 

太宰・鏡花・鴎外・一葉などの作品

も朗読したが、心に残っているのは三

浦綾子さんの「母」だ。母が見つめる

息子小林多喜二の死が描写されてい

る。泣きながら練習した。 

今の共謀罪が成立したとき、虐殺さ

れた多喜二のことが脳裏をよぎった。

あんな社会にしないために、朗読に何

ができるだろうか。 

平和を訴える作品を読むのがいい

のか。喜んで聴いてもらえるだろうか。

評価の定まった文学作品の中に、少し

そういうものがあってもいい。 

〝文学散歩″にも参加した。思いが

けない場所に誘われる幸せ。林芙美子

の住んでいた家の庭に咲いていた白

い小さな花も懐かしい。 

忘れてはいけない活動に〝古本

市″がある。我が家も引っ越しの際

1000 冊もの本を引き取っていただい

た。夫が大切にしていた本がゴミにな

らずに済みありがたかった。 

本は私にとって、人生の師であり、

友であり、慰めと励ましと喜びを与え

てくれる。 

そんな本がどっさりある図書館は

宝物庫である。 

 

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * *  

古本市見積もりのお手伝いから 

会員へ 
芳賀 普子 

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * *  

小平市で 30 年間以上仕事をしなが

ら暮らしており、国分寺へ越して 20

年以上になりますが、この度やっと

「友の会」会員にさせて頂きました。 

出版業をやりながら古物商取扱業

許可も持ち、古地図を取り扱ったり、

福島県のフクイチ近くに持っていた

書庫の厖大な書籍を整理したりして

いた私なので、会員のＳさんから古本

市見積もりの手伝いにお声をかけて

頂いたのが会との関りの始まりでし

た。借金を返済したら会員になるね、

と言いながらわずかな会費も惜しん
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での生活。やっと実現いたしました。 

古本見積もり値付けの話しです。古

本市では業者に価値ある書籍を安く

持っていかれるのをなるべく避けた

いということでした。今年 3 月には、

わが社の定価 7万円＋消費税の新本お

宝を出して、遠慮の 3千円の値付けを

してしまいました。今でも 7千 5百円

位にしてよかった、と思います。古本

業者が福島県の書庫に来て、6 冊セッ

ト定価 36 万円（！でしょ？）を 4 万

円で運んでいったものです。大変な仕

事を楽しそうにこなしている会員の

皆様がすてきで、お手伝いできること

がうれしいのです。来年度も売れる古

本を出す予定です。 

 

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * *  

iPhoneよりも愛本で 
橋口 英二郎 

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * *  

通勤の車内で本を読んでいる人を

見かけることが、本当に少なくなりま

したね。ほとんどの人がスマホを凝視

しています。混んできて顔と顔が接近

してきてもスマホを見続けていたり

する人たちを見ていられなくて、本に

気持ちをもどします。スマホを凝視し

ている人は心ここにあらずの状態で

す。そこは本を読むしかないでしょう。 

 

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * *  

ハンディキャップサービス 
羽鳥 富三 

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * *  

福祉会館で開催した 視覚障がい者

を支援するボランティアグループと

題した学習会が友の会との出会いで

あったと思います。爾来、障がい者懇

談会で意見具申し一定の成果を得て

きました。 

この 20 年間で音声パソコンがめざ

ましい進化をしています。見えなく

なって活字をあきらめていた人たち

にとって、文字を取り戻し mail で世

界中から情報を得て明るく生き抜く

方々が増えています。読書のスタイル

も電子ブックで音声により好きな本

を読めるようになりました。日本中の

図書館から取り寄せることもできま

すし青空文庫やサピエ図書館から

ジ ャ ン ル を 問 わ ず 好 み の 本 を

download して楽しめます。また シネ

マデイジーでは音声で映画を観る（聴

く）こともできます。 

 

対面朗読はどこの図書館でもでき

るようになりましたが 支援者の数が

不十分などの理由で空き部屋があっ

ても一日一回までと利用が制限され

ます。要望しても支援者の養成研修は

考えていないとの答弁です。図書館は

情報の宝庫です。「司書」と言う専門

職がいて「調べる」ことのプロだと認

識していますが、最近は習熟した職員

が少なくなったように感じています。

狭き門でわずかな人だけしか研修に

派遣されないようです。図書館の基本

業務を受け持つ専門職として欠かせ

ない職種と思うのですが、当該職場で

は認識が浅く、主事のまま在籍し数年

で異動で通過していく一般職員が多

く、質が低下しているようです。図書

館の役割を真摯に弾力的に見直して

欲しいと思います。 
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* * * * * * * * * * * * * * * * * * * *  

ありがとう図書館友の会 
平井 吉子 

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * *  

「YAを楽しむ会」に入れていただい

たのは、記録をみると、2007 年の 9

月頃のようです。読むのが遅い私は、

皆さんについていくのが大変でした。

でも、一冊の本をめぐって色々な感想

が飛び交い、一人で読んだら気付かな

い事を教えられたり、楽しい時間を過

ごさせていただきました。現在は休ん

でしまって、もう活字を読む力も失せ

て、また戻りたいと思いつつ足は遠の

くばかりで寂しいです。会では、心に

響く作品に出合えました。最後には希

望の光が見えるものが多く、勇気を貰

いました。 

私は小平図書館に勤めていました。

図書館は、開館当初から、小平市子ど

も文庫連絡協議会と共にあり、文庫は、

今でもなくてはならない存在です。で

も図書館の利用者は子供だけではな

い、もっと違った方達とも繋がる必要

があると漠然とは感じていました。突

然友の会が立ち上がりびっくりしま

した、その後、老若男女を問わず、活

躍される姿に驚くばかりです。立ち上

げには、多大の勇気と努力が必要だっ

たと思います。子ども文庫との関係や

図書館との交流はどうなるのだろう

と当初は不安もありましたが、杞憂で

した。図書館を支え、読書好きの方同

士楽しみを分かち合えるこの友の会

は、本当に素晴らしいと思います。今

後も、ますますの発展と継続を心より

願っています。 

 

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * *  

子ども文庫との出会い 
平野 弘美 

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * *  

21年位前のことです、長男が産まれ

て間もないころ、不妊だった私は子ど

もを授かることができた喜びをもち

ながらも、何もかも初めてのあかちゃ

んの扱いがわからなくて不安いっぱ

いで過ごしていました。ある時、あか

ちゃんはおむつを替えても抱いても

泣きやまない、おっぱいも嫌がるし…

と気が付くと「うるさい！」と怒鳴る

自分にはっとしたのでした、自分も泣

きながら暗くなった部屋で夫の帰り

を待つだけ、というような日もありま

した。 

今思うと一人での子育てに疲れて

いたのだと思います。 

だけど、本で知った「子ども文庫」

が小平にもあることを知り、ある日、

家から近い「みつばち文庫」(今は閉

所)に出かけました。私は生協で毎月

のように好きな絵本を注文するのが

楽しみでした。本屋へはもちろん図書

館までは、あかちゃんを連れて出かけ

る勇気がでませんでした。でも、文庫

なら行ってみようかなと思えたので

す。 

「みつばち文庫」は庭先から入るひ

と間の部屋です。座布団に赤ん坊を寝

かせておいて、たくさんの本が並ぶそ

の空間で過ごすひとときは、私にとっ

て、静かに自分一人の世界に浸れ、

ほっとできる場所になり、何よりも息

子との楽しいお出かけになり、文庫の

方とのおしゃべりが疲れた心をほぐ

してくれました。 
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時が流れても、同じように本が好き

な姉と会うと、いつか、子ども文庫を

開きたいね、と云い合っています。子

ども文庫の活動を応援し続けたいな。 

 

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * *  

二 十 年 
古畑 篤子 

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * *  

二十年の歳月、あっという間だった

ようにも、すごい長い年月だったよう

にも思います。役員の皆様の日々のご

努力に感謝いたしております。 

思い出すことも多いのですが、第一

回、二回の灼熱の中での古本市の頃は

今日のようになるとは想像もできま

せんでした。発案者のお一人中野さん

のことなど思い出します。 

初代会長の本間さんは難しい国際

問題など解りやすく話してください

ましたが、ある時ムリーリョの絵がお

好きと伺い、私の手持ちのハガキや額

絵をお持ちしましたらとても喜んで

くださいました。ムリーリョは多くの

宗教画を描いていますが、風俗画的な

表現を用い当時のセビーリヤの子ど

もたちの姿も描いています。殺風景な

場所に破れた服汚れた足こわれた靴

の子どもたちが愛らしい表情を見せ

ている絵『小さな果物売り』『ぶどう

とメロンを食べる子どもたち』『サイ

コロ遊びをする子どもたち』など子ど

ものいとしい姿、そしてもっとも胸を

うつ情景で私の好きな画家ですが、同

感したいただき嬉しいことでした。 

先日の『天声人語』から。「図書館

で、友人の本棚で、本屋さんで手招き

する本がある」（中略）「詩人の長田弘

さんは『私は本やに本を探しにゆくの

ではない、なんとなく本の顔をみにゆ

く』（中略）と書いている」とありま

した。 

私の家でお預かりしている古本も

何か活用の方法がないのかなといつ

も思っています。「なんとなく本の顔

をみにきてくださってもいいですよ」

と私は思っているのですが、みなさま

のお考えいかがでしょうか。 
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年次 年 会のあゆみ  会の活動  イベント  

１ 

1998年 10.4 設立総会  10.4 記念講演 

 設立時会員 67名 11.15 会報創刊号発行 （本間浩氏）▶ 

 初代会長 本間浩氏 12.11 小平中央図書館見学・懇親会  

    

  5.15 会報 2号発行  

1999年  （以後 年 2回発行） 2.23 講演会（蛭田廣一氏） 

 ◁ 交流紙 1 号発行 ◄ 5.30 第 1回チャリティ古本市 

  9.24 国会図書館見学 7.21 講演会（名取俊明氏） 

  役員会（月 1回開催）  

２ 

 10.3 第 2回総会 11.15 会報 3 号発行 10.3 記念講演（西村弘氏） 

 会員 74名 交流紙 2号発行 12.3 会員交流会 

  12.17 友の会ホームページ開設  

2000年  1.23 小平喜平図書館見学・懇親会 2.27 講演会（蛭田廣一氏） 

  5.15 会報 4号発行 3.26 歴史散策（庄司徳治氏） 

  ◄ 5.28 第 2回チャリティ古本市 

   6.24 会員交流会 

    

    

    

３ 

 10.1 第 3回総会 11.15 会報 5 号発行 10.1 記念講演（山口源治郎氏） 

 会員 118名  10.22 講演会（亀田邦子氏） 

  交流紙 4 号から手配り開始  

  12.7 図書館条例勉強会開始  

  のちの「図書館について学ぶ会」  

2001年 1.9 大沼図書館開館 1.18 障がい者サービス学習会発足 1.20 新年交流会 

  4.1 図書館協議会委員に 3.7 国際子ども図書館見学 ▼ 

  会員の内田清子氏就任  

  5.15 会報 6号発行  

  6.22 図書館について学ぶ会発足  

  9.7 図書館について学ぶ会  

  9.27 障がい者サービス学習会拡大 5.20 第 3回チャリティ古本市 

  障がい者サービス交流会発足 6.28 講演会（山内薫氏） 

  交流紙 4号～12号発行 8.21 ティーンズ向けイベント 

  5号から定期刊行化（毎月発行） （笠原倫氏） 

４ 

 10.14 第 4 回総会 11.15 会報 7 号発行 10.14 記念講演（蛭田廣一氏） 

 会員 136名 会報臨時号「市民から見た小平市立 12.1 会員交流会 

  図書館のあゆみ 第一館開館まで」  

  11.30 図書館について学ぶ会  

  12.12 図書館について学ぶ会  

2002年 1.6 帯広図書館友の会 2.20 図書館について学ぶ会 5.25～26第 4回チャリティ古本市 

 準備会来訪・懇談 5.15 会報 8号発行 6.22 講演会（糸賀雅児氏） 

 4.17 多摩市に中央図書館 6.4～7.15 図書館について学ぶ会 8.24 会員交流会 

 をつくる会来訪 6.13 第 2回障がい者サービス交流会  

  7.7 小平津田図書館見学  

  交流紙 13号～23号発行 

豪雨 

号～12号発行 
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年次 年 会のあゆみ  会の活動  イベント  

５ 

2002年 10.6 第 5回総会 11.15 会報 9 号発行  

 会員 134名 12.12第 3回障がい者サービス交流会  

 新副会長 内田清子氏   

 〃  島正夫氏   

2003年  1.27 さいたま市東浦和図書館見学 1.11 新年交流会 

  1.29 市立図書館職員との懇談会 4.6 小平霊園文学散歩 ▼ 

  3.31 図書館について学ぶ会 （松永軍治氏） 

  5.15 会報 10号発行  

  7.10 第 4回障がい者サービス交流会  

  8.11 図書館について学ぶ会  

   5.24～25 第 5回チャリティ古本市 

  交流紙 24号～31号発行 

豪雨 

号～12号発行 

7.12 講演会（和田あき子氏） 

６ 

 10.4 第 6回総会 10.15 嘉悦女子大図書館見学 12.6 会員交流会 

 会員 121名 11.15 会報 11 号発行  

2004年 3.ＮＰＯ法人 2.4第 5回障がい者サービス交流会 2.28 講演会（下澤勝井氏） 

 小平市民活動ネットワーク 2.16/23 図書館について学ぶ会 3.13 吉川英治記念館文学散歩 

 に団体会員として入会 3.8 図書館について学ぶ会 5.15～16 第 6回チャリティ古本市 

  拡大学習会 8.7 会員交流会 

  4. 五周年記念誌発行  

 9.14 元気村小川東入口 5.15 会報 12号発行  

 ロビーに 図書館友の会   

 書棚設置 8.20 山中湖情報創造館見学 ▶ 

    

    

  交流紙 33号～41号発行 

豪雨 

号～12号発行 

9.18 講演会（近藤富枝氏） 

7 

 10.2 第 7回総会 11.1 大田区立大田図書館・ 11.28 田端文士村文学散歩 

 会員 138名 蒲田駅前図書館見学  

  11.15 会報 13 号発行  

  11.24 図書館と新役員の懇談  

2005年  1.19 声に出して本を読む会発足 1.29 新年交流会 

  2.10 第 6回障がい者サービス交流会 5.21～22 第 7回チャリティ古本市 

  5.9 会報 14号発行 8.6 会員交流会 

  6.4 目黒区立八雲図書館見学  

  目黒図書館友の会と交流会  

 9. 要望書「子ども読書

尾 
7.17 白梅ＮＰＯセミナー  

 活動推進計画」への 市内市民活動団体紹介ブース参加 ▶ 

 要望提出（小平市 7.30 国際子ども図書館見学  

 子ども文庫連絡協議会   

 との共同） 交流紙 42号～51号発行 

豪雨 

号～12号発行 

 

８ 

 10.2 第 8回総会 11.15 会報 15 号発行 11.5 ビデオ上映会 

 会員 132名  杉原千畝「命のビザ」 

 10.21 小林市長と面談  （本間浩氏解説） 

2006年  1.25 浦安図書館友の会と交流会 1.21 新年交流会 

 5.8 花小金井図書館 2.8 図書館との懇談会 5.20～21 第 8回チャリティ古本市 

 改築オープン 3.15 第 7回障がい者サービス交流会 6.11 講演会（浜島正二氏） 

 （記念式典に参加） （9団体 約 35名） 7.29 会員交流会 

  5.15 会報 16号発行  

  6.26 図書館への要望提出  

  7.7 ＹＡを楽しむ会発足  

  7.8 NPOセミナーin白梅に展示参加  

  9.3 声に出して本を読む会発表会  

  （喜平地域センター 43人） 
 ） 

 

  交流紙 52号～62号発行  
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年次 年 会のあゆみ  会の活動  イベント  

９ 

2006年 10.1 第 9回総会 ▶ 11.19 講演会（渡部芳紀氏） ▼ 

 会員 133名   

 退任 本間浩会長   

 島正夫氏 渡部詔子氏   

 雑崎亮平氏   

 就任 木幡與四郎会長 10.22 NPOフェスタ in元気村  

 重村ヒロミ氏 藤原紀子氏 小川東 2006参加（ミニ古本市）  

 鵜飼恵氏 11.20 会報 17 号発行  

 雑崎亮平氏（学習会代表）   

2007年  1.19 NPO法人小平市民活動 1.21 新年交流会 ▼ 

 5. 木幡與四郎会長退任 ネットワーク新年会参加  

 内田副会長が 1. 図書館協議会委員公募  

 会長代行に就任 友の会会員から 3人応募、就任  

  2.14 図書館との懇談会  

  3. 図書館について学ぶ会 4.8 大森文士村文学散歩 ▼ 

  「図書館の広報についてまとめ」発表  

  3.8 第 8回障がい者サービス交流会  

  3.18 声に出して本を読む会  

  第 2回発表会（中央公民館ホール）  

 ◄ 5.18 会報 18号発行 5.19～20 第 9回チャリティ古本市 

  9.8 声に出して本を読む会 6.30 講演会（渡部芳紀氏） 

  秋季発表会（天神地域センター） 8.4 会員交流会 ▼ 

  交流紙 63号～73号発行 

豪雨 

号～12号発行 

 

10 

 10.14 第 10回総会 10.28 NPOフェスタ in元気村  

 会員 138名 小川東 2007参加（ミニ古本市）  

 会長代行 内田清子氏 10.28 会報 19 号発行  

 副会長 藤原紀子氏 11.16 市川市立中央図書館見学  

 監査 阿部順子氏 就任 

 
（図書館について学ぶ会主催）  

2008年  2.13 第 1 回図書館利用者懇談会 1.20 新年交流会 

 ◁ （友の会 14人参加） ◄ 4.12 三鷹界隈文学散歩 

  3.2 声に出して本を読む会発表会 5.24～25 第10回チャリティ古本市 

  （ルネこだいら） 8.2 会員交流会 

  3.13 第 8回障がい者サービス交流会 9.6 講演会（吉澤靖氏） 

  5.15 会報 20号発行  

  交流紙 74号～83号発行 

豪雨 

号～12号発行 

 

11 

 10.5 第 11回総会 10.5 十周年記念誌発行  

 会員 154名 10.26 NPOフェスタ in元気村  

 会長 内田清子氏 小川東 2008参加（ミニ古本市）  

 副会長 藤原紀子氏 11.15 会報 21 号発行  

 氏家和正氏 就任 

 
12.19～21 声に出して本を読む会  

  発表会（白矢アートスペース）  

2009年  2.18 図書館利用者懇談会 ▶ 

  3.13 第 9回障がい者サービス交流会  

  5.15 会報 22号発行 1.18 新年交流会 

  5.29 千代田区立千代田図書館見学 4.11～12 第11回チャリティ古本市 

  5.30～31 声に出して本を読む会 5.17 講演会（齊藤誠一氏） 

  発表会（白矢アートスペース） 6.13 深川芭蕉コース文学散歩 

  6.27第 10回障がい者サービス交流会 8.4 会員交流会 

  7.27 府中市立中央図書館見学  

  交流紙 84号～93号発行 

豪雨 

号～12号発行 

 

  



 

30 

年次 年 会のあゆみ  会の活動  イベント  

12 

 10.4 第 12回総会 10.18 第 1回読書サークル・小平  

 会員 157名 （当初仮称「大人の本を読む会」）  

  10.25 NPOフェスタ in元気村  

  小川東 2009参加（ミニ古本市）  

  11.15 会報 23 号発行  

  （B5版をこの号から A4版に）  

  12.19 声に出して本を読む会  ▶ 

  発表会（ギャラリー青らんぎ）  

2010年  3.11 第 11回障がい者サービス交流会 1.17 新年交流会 

  4.24～25 三多摩自治体学校分科会 3.21～22 第12回チャリティ古本市 

 ◁ 「社会教育」の部に参加 ◄ 6.5 本郷・東大界隈文学散歩 

  5.17 会報 24号発行 7.17 講演会（齋藤淑子氏） 

 ◁ 5.22～23 声に出して本を読む会 ◄ 8.7 会員交流会 

  発表会（白矢アートスペース） 9.12 講演会（松村恒氏） ▼ 

    

  交流紙 94号～104号発行 

豪雨 

号～12号発行 
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 10.3 第 13回総会 11.18 会報 25 号発行  

 会員 149名 12.1 新宿区立角筈図書館見学  

2011年 新会長 氏家和正氏 2.6 虹ヶ丘自治会主催 1.15 新年交流会 

  「地域お楽しみ会」 5.22 講演会（芳賀啓氏） 

  朗読と落語を聞こう」朗読参加 7.9～10 第13回チャリティ古本市 

 ◁ 3.10 第 12回障がい者サービス交流会 ◄ 7.28 会員交流会 

  4.30 声に出して本を読む会発表会 8.6 講演会（齋藤淑子氏） ▼ 

  「ことばの音楽会」（コール田無）  

  5.18 会報 26号発行  

  9.29 図書館との懇談会  

  交流紙 105号～115号発行 

豪雨 

号～12号発行 
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 10.2 第 14回総会 10.13～14 全国図書館大会  

 会員 149名 多摩大会の展示会に参加 11.6 野川周辺文学散歩 ▼ 

  10.23 NPOフェスタ in元気村  

  小川東 2011参加（ミニ古本市）  

  11.15 会報 27 号発行  

  11.18～20 声に出して本を読む会  

  発表会（白矢アートスペース）  

2012年  1.15 読書サークル・小平 1.14 新年交流会 

 ◁ （隔月 1回程度 4.8／6.17／9.9） ◄ 3.24～25 第14回チャリティ古本市 

  3.14 第 13回障がい者サービス交流会 6.9 講演会（川本三郎氏） 

  5.15 会報 28号発行 6.24 実篤記念館ほか文学散歩 

  5.19 声に出して本を読む会発表会 7.27 会員交流会 

  5.24 あきる野市図書館見学 5.25 YAを楽しむ会 

  7.9 武蔵野プレイス見学 『大人
だ れ

が読んでも面白い Y A の 本
ヤングアダルトブックス

その

１』   交流紙 116号～124号発行 

豪雨 

号～12号発行 

（A5版32頁）発行 
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 10.14 第 15回総会 10.28 NPOフェスタ in元気村 参加 10.14 講演会（蛭田廣一氏） 

 会員 152名 11.5 小平花小金井図書館見学  

 新会長 剣持香世氏 11.13 会報 29 号発行  

2013年  3.13 第 14回障がい者サービス交流会 1.25 新年交流会 

  4.1友の会ブログ開設 （注） 3.30～31 第15回チャリティ古本市 

  4.6 声に出して本を読む会発表会 4.13 林芙美子記念館ほか文学散歩 

 ◁ 「ことばのしらべ」（ルネこだいら） ◄ 5.18 講演会（今尾恵介氏） 

  5.14 会報 30号発行 7.26 会員交流会 

  9.20 武蔵野美術大学図書館見学 

豪雨 

号～12号発行 

 

  8.21 図書館との懇談会  

 ◁ 交流紙 125号～133号発行 ◄ 9.28 講演会（川端秀明氏） 

（注）小平図書館友の会ブログ http://yamaoji.cocolog-nifty.com/kltomonokai/ 
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2013年 10.6 第 16回総会 10.11～12 声に出して本を読む会  

 会員 154名 発表会（白矢アートスペース） ▶ 

 会長 剣持香世氏 10.27 NPOフェスタ in元気村  

 副会長 藤原紀子氏 小川東 2013参加（ミニ古本市）  

 内田清子氏 11.15 会報 31 号発行  

2014年  3.19 第 15回障がい者サービス交流会 1.23 新年交流会 

  5.15 会報 32号発行 2.27 青梅市立中央図書館見学 

  8.7 図書館との懇談会 3.29～30 第16回チャリティ古本市 

   4.19 早稲田界隈文学散歩 

 ◁  ◄ 6.7 講演会（岡崎武志氏） 

  

 

 7.30 会員交流会 

  交流紙 134号～144号発行 9.27 講演会（川本三郎氏） ▼ 
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 10.5 第 17回総会 10.18～19 声に出して本を読む会  

 会員 143名 発表会（白矢アートスペース）  

  10.26 NPOフェスタ in元気村  

  小川東 2014参加（ミニ古本市）  

  11.15 会報 33 号発行  

2015年  1.14 東村山廻田・萩山図書館見学 

豪雨 

号～12号発行 

1.25 新年交流会 

  3.7 声に出して本を読む会発表会 3.28～29 第17回チャリティ古本市 

 ◁ （コール田無） ◄ 5.17 なかまちテラス de ビブリオ 

de ビブリオバトル   3.18図書館主催の バトル（なかまちテラスまつり） 

  障がい者サービス交流会に協力 5.23 講演会（谷津矢車氏） ▼ 

  3.22 声に出して本を読む会  

  なかまちテラス開館記念朗読会 6.25明治大学 

  5.15 会報 34号発行 界隈文学散歩 

  8.26 東大和中央図書館見学及び 

 

7.31 会員交流会 

  「図書館を考える会」との交流会  

 ◁ 交流紙 145号～155号発行 ◄ 9.13 講演会（赤坂憲雄氏） 
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 10.4 第 18回総会 10.25 NPOフェスタ in元気村 11.14～28 「図書館川柳」展示 

 会員 138名 小川東 2015参加（ミニ古本市） （小平市立中央公民館） 

  11.15 会報 35 号発行  

  11.20～21 声に出して本を読む会  

  発表会（ブルーメンハウス）  

2016年  1.21 日野中央図書館・市政図書室見学 

豪雨 

号～12号発行 

1.28 新年交流会 

  3.16 図書館主催の 3.26～27 第18回チャリティ古本市 

  ハンディキャップサービス交流会 5.15 なかまちテラスまつり 

deビブリオバトル   （旧「障がい者サービス交流会」） ビブリオバトル 

  に協力 6.3 立教大学・明日館文学散歩 

  5.15 会報 36号発行 6.4 講演会（蛭田廣一氏） 

  8.2 図書館との懇談会 8.2 会員交流会 

 ◁ 交流紙 156号～163号発行 ◄ 9.11 講演会（平木康成氏） 
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 10.2 第 19回総会 10.20 塩尻図書館見学 

豪雨 

号～12号発行 

11.5・12.3・12.17 講演会 
  会員 132名 11.15 会報 37 号発行 『小平の歴史』を読む 

  11.19 声に出して本を読む会 全 3回（蛭田廣一氏） 

  発表会（コール田無）  

2017年  2.22 図書館主催の 1.29 新年交流会 

  ハンディキャップサービス交流会 3.25～26 第19回チャリティ古本市 

  に協力 5.14 なかまちテラスまつり 

deビブリオバトル   5.15 会報 38号発行 ビブリオバトル 

 ◁ 8.3 図書館との懇談会 ◄ 5.31 国際基督教大学文学散歩 

  交流紙 164号～173号発行 

 

3 号発行 

号～163号発行 

7.25 会員交流会 

20 
 10.15 第 20回総会 10.15  20 周年記念誌発行  

 会員 131名 10.7 声に出して本を読む会  

  発表会（ブルーメンハウス）  
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 友の会の活動（学習会・交流会）  

学習会・交流会  発足  活動内容  

図書館について学ぶ会  2001年6月 図書館サービスについて幅広く学び、考える（各地図書館の見学会なども） 

障がい者サービス学習会 2001年9月 

図書館について学ぶ会とともに、図書館の障がい者サービスについて学習 

小平市立図書館主催のハンディキャップサービス交流会（注）に協力 

（注）利用者、障がい者関係ボランティア、図書館、社会福祉協議会、図書

館友の会が参加、2016 年名称変更（旧称「障がい者サービス交流会」） 

声に出して本を読む会  2005年1月 「ことばの玉手箱」と名づけて朗読の集いを開催 

ＹＡを楽しむ会  2006年7月 YA（ヤングアダルト）図書の読書会（月例） 

読書サークル・小平  2009年10月 読書会（隔月）、旧称「大人の本を読む会」 

 

 講 演 会   

講演日  講演タイトル 講師  （講演当時の肩書き） 

1998.10.4 ドイツの旅から 本間浩氏 （小平図書館友の会会長） 

1999.2.23 小平市の古文書と資料保存 蛭田廣一氏 （小平市中央図書館） 

1999.7.21 図書館利用ガイド―情報の探し方、本の探し方 名取俊明氏 （小平市中央図書館） 

1999.10.3 私のモンゴル紀行 西村弘氏 （小平市教育長） 

2000.2.27 玉川上水とこだいら 蛭田廣一氏 （小平市中央図書館） 

2000.10.1 図書館友の会の可能性、友の会への期待 山口源治郎氏 （東京学芸大学教授） 

2000.10.22 子ども読書年と国際子ども図書館 亀田邦子氏 （国際子ども図書館長） 

2001.10.14 小平市立図書館の図書館運営と事業計画 蛭田廣一氏 （小平市中央図書館） 

2002.6.22 「市民の図書館」からの脱却―公共図書館が変わる 糸賀雅児氏 （慶応大学教授） 

2003.7.12 藤沢周平と武蔵野 和田あき子氏 （藤沢周平と大泉の会） 

2004.2.28 ひと昔前の小平を「ききがき」で掘り起こす 下澤勝井氏 （作家） 

2004.9.18 田端文士村をめぐる人々―芥川龍之介、室生犀星… 近藤富枝氏 （作家、エッセイスト） 

2006.6.11 五重塔 浜島正二氏 （国立歴史民俗博物館教授） 

2006.11.19 若山牧水と旅 渡部芳紀氏 （中央大学教授） 

2007.6.30 宮沢賢治と岩手の自然 渡部芳紀氏 （中央大学教授） 

2008.9.6 江戸川柳を読む―滑稽と風刺の文芸 古澤靖氏 （元 昭和学院短期大学教授） 

2009.5.17 図書館で情報を探すコツ教えます！ 齊藤誠一氏 （千葉経済大学准教授） 

2010.7.17 図書館を使いこなす！第 2 弾 齋藤淑子氏 （小平市中央図書館） 

2010.9.12 知られざる小泉八雲 松村恒氏 （大妻女子大学教授） 

2011.5.22 古地図から見えるもの 芳賀啓氏 （㈱之潮社長） 

2011.8.6 図書館を使いこなす！第 3 弾 齋藤淑子氏 （小平市中央図書館） 

2012.6.9 川本三郎の東京町歩き 川本三郎氏 （評論家） 

2012.10.14 小平の歴史を拓く―小平市史編纂を担当して 蛭田廣一氏 （小平市立図書館） 

2013.5.18 地図でたどる多摩の鉄道、今むかし 今尾恵介氏 （地図学者、地図研究家、フリーライター） 

2013.9.28 としょかんからはじまるコミュニティ 川端秀明氏 （「みんなのとしょかん」代表理事） 

2014.6.7 古本蒐集の愉しみ、そして図書館 岡崎武志氏 （ライター、書評家） 

2014.9.27 川本三郎さん、漫画を語る 川本三郎氏 （書評家） 

2015.5.23 こんなに面白い「徒然草」 谷津矢車氏 （作家） 

2015.9.13 遠野物語から会津物語へ 赤坂憲雄氏 （学習院大学教授） 

2016.6.4 小平市史の魅力を探る 蛭田廣一氏 （小平市立図書館） 

2016.9.11 広辞苑編集よもやまばなし 平木康成氏 （辞典編集者） 

2016.11.15 『小平の歴史』を読む（第 1 回） 蛭田廣一氏 （小平市立図書館） 

2016.12.3 『小平の歴史』を読む（第 2 回 蛭田廣一氏 （小平市立図書館） 

2016.12.17 『小平の歴史』を読む（第 3 回） 蛭田廣一氏 （小平市立図書館） 
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 チャリティ古本市   

回  開催日  売上 集本冊数 販売冊数 収益寄付、本・物品寄贈  

1 1999.5.30 57 千円 4,400 不明 小平市立図書館・社会福祉協議会 

2 2000.5.28 92 千円 5,300 不明 小平市立図書館・社会福祉協議会 

3 2001.5.20 76 千円 10,000 2,800 小平市立図書館・社会福祉協議会 

4 2002.5.25/26 165 千円 11,200 5,500 小平市立図書館・社会福祉協議会 

5 2003.5.24/25 184 千円 14,900 6,200 小平市立図書館・社会福祉協議会 

6 2004.5.15/16 230 千円 17,900 5,700 小平市立図書館・社会福祉協議会 

7 2005.5.21/22 211 千円 21,000 5,400 小平市立図書館・社会福祉協議会 

8 2006.5.20/21 256 千円 14,200 9,400 小平市立図書館 

9 2007.5.19/20 282 千円 12,900 7,100 小平市立図書館 

10 2008.5.24/25 324 千円 21,500 7,800 小平市立図書館 

11 2009.4.11/12 309 千円 17,200 7,300 小平市立図書館 

12 2010.3.21/22 331 千円 16,300 7,500 小平市立図書館 

13 2011.7.9/10 285 千円 30,000 7,300 小平市立図書館・東日本大震災被災地図書館支援 

14 2012.3.24/25 266 千円 16,000 6,400 小平市立図書館・東日本大震災被災地図書館支援 

15 2013.3.30/31 301 千円 18,500 7,600 小平市立図書館・東日本大震災被災地図書館支援 

16 2014.3.29/30 343 千円 23,100 9,100 小平市立図書館・東日本大震災被災地図書館支援 

17 2015.3.28/29 339 千円 25,000 9,800 小平市立図書館・東日本大震災被災地図書館支援 

18 2016.3.26/27 315 千円 21,700 8,700 小平市立図書館・東日本大震災被災地図書館支援 

19 2017.3.25/26 374 千円 21,300 9,700 小平市立図書館・東日本大震災被災地図書館支援 
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